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引
越
さ
れ
た
と
き
は

必
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住
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登
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と
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年
金
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続
き
を

41，944 
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各
分
舘
か
実
践
母
体

新

谷

実

践

会

の

体

験

発

表

従
来
庁
流
れ
橋
F

と
し
て
大
水
の
た
び
に
復
旧
工
事

を
行
な
う
な
ど
、
地
元
民
の
不
便
を
か
っ
て
い
た
三
つ

の
橋
が
こ
の
ほ
ど
永
久
橋
二
部
橋
脚
の
み
)
に
か
け

か
え
ら
れ
ま
し
た
。

。
慶
雲
寺
橋
(
五
郎
地
区
)
写
真
右
下

橋
脚
の
み
鋼
管
パ
イ
ル
、
延
長
百
十
、
五
メ
ー
ト

ル
、
総
工
費
五
百
七
万
円

A
V
峠
橋
(
春
賀
地
区
)
|
写
真
上

i
永
久
橋
延
長

百
十
、
五
メ
ー
ト
ル
総
五
費
九
丙
四
十
万
円

A
V
父
橋
(
大
竹
地
区
)
写
真
左
下

l

橋
脚
の
み
鋼
管
パ
イ
ル
延
長
百
十
二
メ
ー
ト
ル

総
工
費
四
百
四
十
五
広
円

際協;71: 3で多額》

川
ま
つ
り
行
事

八
月
三
日

O
少
年
野
球
大
会
(
南
申
)

O
大
洲
音
頭
大
会

O
七
夕
か
ざ
り
大
会

O
か
が
り
火
燃
し

O
豪
華
花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)

八
月
四
日

O
少
年
野
球
大
会
(
南
申
)

O
七
夕
か
ざ
り
大
会

O
か
が
り
火
燃
し

O
川
祭
り
盆
踊
り
大
会

O
鉢
植
生
花
審
査
会

O
豪
華
花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)



V
Y
S
で
S
さ
ん
の
月
々
五
百
円
一
て
、
ま
だ
本
名
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
一
の
四
本
も
、
五
日
の
後
に
は
全
部
帰
つ
に
運
転
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
だ
い
た
い
の
傾
向
と
し
て
は
以
上
の

の
送
金
ら
も
と
に
レ
て
、
善
意
ガ
サ
設
が

S
さ

ん

と

市

民

の

皆

さ

ん

に

感

謝

一

て

き

ま

し

た

。

中

に

は

、

汽

車

や

パ

ス

い

つ

運

転

し

て

い

つ

停

止

す

る

か

警

と

お

り

で

す

が

、

こ

れ

は

川

巾

め

広

狭

量

運

訪

を

起

し

た

と

こ

ろ

、

こ

の

趣

旨

一

の

意

を

表

し

ま

す

。

一

の

車

掌

さ

ん

に

託

さ

れ

て

帰

っ

て

来

た

っ

て

お

り

ま

せ

ん

。

に

よ

り

差

が

あ

り

、

さ

ら

に

小

田

川

そ

に
賛
同
す
る
市
民
か
り
寄
せ
ら
れ
た
主
義
量
ガ
サ
は
、
公
共
施
設
に
置
さ
つ
一
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
大
洲
に
は
か
さ
次
に
発
電
に
使
用
す
る
水
量
で
す
が
の
他
の
支
掘
の
流
量
等
で
も
変
動
が
の

意

は

、

二

十

万

円

を

越

し

ま

し

た

。

一

放

し

の

か

さ

で

あ

り

ま

ず

か

ら

、

「

な

一

を

持

ち

去

る

よ

う

な

人

は

い

な

か

っ

た

一

秒

間

に

最

大

二

十

八

立

方

メ

1
ト
ル
り
ま
す
か
ら
、
だ
い
た
い
の
目
安
と
し

こ

の

善

意

ガ

サ

は

、

早

速

に

大

洲

駅

一

く

な

る

の

で

は

な

い

か

?

」

と

い

-

?

心

一

の

で

す

。

の

水

を

下

流

に

流

し

て

お

り

ま

す

。

こ

て

い

た

だ

き

た

い

と

お

も

い

ま

す

。

四
十
八
本
、
大
洲
病
院
三
十
本
を
は
じ
一
配
は
誰
し
も
思
っ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
一
「
藤
樹
先
生
以
来
の
公
徳
心
が
、
今
れ
を
約
十
五
分
間
位
の
時
闘
を
か
け
て
さ
て
、
警
報
で
す
が
、
ダ
ム
か
ら
の

め
、
市
内
の
各
駅
、
駅
の
な
い
地
区
は
一
と
こ
ろ
が
、
一
番
最
初
カ
サ
を
設
置
一
も
大
洲
に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
と
、
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
直
援
放
流
は
回
数
も
少
く
、
流
量
も
と

各
連
鎖
附
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
本
づ
っ
設
一
し
た
大
洲
駅
に
例
を
と
り
ま
す
と
、
設
一
少
々
大
げ
さ
で
し
ょ
う
か
。
と
も
あ
れ
下
流
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
き
に
は
、
数
百

t
数
千
ト
ン
に
も
な

置

し

ま

し

た

。

一

霞

後

三

日

目

、

天

気

予

報

に

反

す

る

雨

一

う

っ

と

う

し

い

梅

雨

を

忘

れ

さ

せ

ら

れ

か

を

調

査

し

て

み

た

と

こ

ろ

。

る

場

合

が

あ

る

の

で

、

サ

イ

レ

ン

、

警

更

に

あ

ま

っ

た

お

金

で

、

市

内

で

も

一

が

降

り

、

カ

サ

は

、

四

十

八

本

、

全

部

一

る

嬉

し

い

こ

と

で

し

た

。

一

。

大

川

地

区

で

は

報

車

等

で

連

絡

し

て

お

り

ま

す

。

し

か

「
私
が
名
古
屋
市
に
一
っ
と
も
童
の
激
し
い
肱
川
橋
通
り
や
す
れ
ま
し
た
。
一
市
民
の
皆
さ
ん
、
返
す
の
が
少
々
遅
十
ダ
ム
と
放
水
後
十
時

i
一
塁
に
停
止
す
る
こ
馨
開
始
後
一
一
富
で
水
位
が
上
昇
し
、
発
電
す
る
安
居
百
菌

I

一

三

笠

、

通

り

等

に

交

通

安

全

旗

を

設

置

し

一

そ

の

翌

朝

、

通

勤

通

学

の

列

か

り

た

一

れ

る

の

は

結

構

で

す

。

ま

た

貸

し

も

結

一

開

発

電

所

運

転

に

よ

っ

て

下

流

二

十

回

も

震

し

、

室

主

要

一

干

話
し
て
か
ら
一
年
一
ま
し
た
o
続
い
て
、
児
童
遊
園
環
境
整
一
ち
ま
ち
四
十
本
の
カ
芸
返
さ
れ
ま
し
一
構
で
す
。
大
い
に
こ
の
雲
手
話
一
に
水
位
の
蓄
を
号
、
み
な
さ
ま
に
放
水
量
、
時
聞
が
一
定
し
な
い
八
ト
ン
で
す
か
り
、
発
電
所
専
用
の
サ

に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
備
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
o

一

弓

翌

日

更

に

四

本

が

返

さ

れ

、

空

用

し

て

く

だ

さ

い

。

一

は

い

ろ

い

ろ

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

て

お

イ

レ

ン

を

ダ

ム

の

来

事

り

し

て

響

楽
し
い
告
が
で
き
一
最
後
に
、
嬉
し
い
有
害

EEJ一3
ま
塁
レ
己
ょ
う
ま

JE05て
二

一

大

洲

市

V
Y
S

一
り
ま
す
が
、
ま
だ
水
位
変
動
に
つ
い
て
と
が
多
く
‘
と
き
に
は
一
日
数
回
か
り
し
は
じ
め
、
一
ニ
時
開
後
に
担
王
ハ
報
し
て
お
皇
す
。
そ
れ
で
下
流
地
区

勇

気

大

洲

で

奨

一

千

|
l
i
l
i
-
-
J
I
-
-
l
i
-
-

一
十
分
山
」
承
知
で
な
い
方
々
の
た
め
に
、
十
数
回
も
運
転
を
停
止
す
る
君
主
糧
上
昇
し
、
五
時
間
後
に
は
約
三
十
の
雪
ん
に
片
震
し
な
い
こ
と
が
め

学

資

金

を

受

け

な

が

一

一

一

一

六

%

(

一

ニ

O
)
一
そ
の
状
加
を
お
知
ら
せ
し
て
、
ご
協
力
り
ま
す
。
芝
、
ダ
ム
の
水
が
減
少
す
糎
ま
で
上
昇
し
、
だ
い
た
い
三
十
糎
る
と
お
も
い
ま
す
の
で
、
肱
川
の
水
位

ら

勉

強

で

き

た

お

か

一

重

一

大

事

故

ま

ね

く

置

石

一

一

五

時

か

ら

一

八

時

ま

て

が

一

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

る

と

百

一

富

t
二
富
一
日
中
く
ら
い
で
お
ち
つ
き
ま
す
。
は
、
ダ
ム
放
流
の
主
主
い
と
き
で

げ

で

す

。

こ

の

感

謝

一

三

ゴ

考

古

一

三

九

%

(

四

O
二
ご
承
認
春
、
当
発
電
所
は
ダ
運
転
を
宮
場
合
な
ど
が
あ
門
手
品
す
@
大
洲
地
区
で
は
(
大
橋
者
二
百
メ
も
、
発
事
の
発
電
水
に
よ
る
変
動
が

の

気

持

ち

を

同

封

し

一

多

い

鉄

道

妨

害

に

注

意

一

そ

の

他

の

富

三

五

%

(

三

O
)
一
ム
式
で
、
運
転
は
電
力
の
最
も
必
要
な
こ
れ
は
四
国
電
刀
の
給
電
指
令
所
が

l
ト

ル

)

前

記

程

度

あ

る

と

い

う

こ

皇

若

手

」

s
・
T
一

年

令

別

で

は

一

と

き

に

重

点

的

に

運

転

す

る

た

め

に

、

四

国

産

の

電

力

を

考

慮

し

て

出

す

指

発

電

開

始

後

、

翌

時

間

一

二

十

分

で

く

だ

さ

い

。

…

…

…

一

九

時

一

の

詰

詰

郡

山

内

一

例

区

間

四

日

間

町

民

一

一

一

語

一

一

九

万

一

一

謀

関

一

帯

龍

一

一

阿

部

一

一

…

…

一

時

間

耕

一

一

昭

一

知

一

一

一

一

平

時

計

即

時

何

日

(相
f
h
d常
唱
え
て
お
り
ま
す
。
雪
」
で
、
国
一
こ
医
院
十
昨
年
度
の
鉄
義
一
均
一
一
一
)
、
一
五
菜
」
前
五

t六
時

こ

廷

は

一

刊

=

に

-U一
一
一
台
目
立
問
戸
ト
一
詩
吟
一
一
心
一
一
一
立
1
2
-
2
g
i
z
-
-
2
1
3
電
所
)

l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
J
Eの
発
生
件
数
は
四
六
一
件
(
九
二
)
一
筋
で
は
一
な
お
、
国
鉄
で
は
主
つ

tた
イ
一
停
止
し
て
列
車
の
こ
な
い
こ
き
確
仕
事
と
な
り
ま
す
o
抑
し
入
れ
、
ゲ
タ
一
え
っ
て
す
ず
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
言
し
て
は
、
皆
さ
ま
か
ら
メ
看
一
一
:
(
)
内
は
私
山
公
安
室
管
内
の
一
件
一
男
九
七
(
一

8)
女
一
二
%
一
タ
ズ
ラ
や
不
注
意
が
公
衆
に
多
く
の
迷
一
か
め
て
か
ら
通
る
こ
と
。
一
箱
、
事
の
戸
だ
な
、
タ
ン
ス
の
衣
類
一
赤
ち
ゃ
ん
に
か
ぎ
子
。
こ
ど
も
は

変
御
迷
惑
を
ま
け
す
診
と
こ
ろ
と
、
齢
を
い

2
3
3一
撃
一
示
す
も
の
以
下
同
じ
i
で
一
昨
年
と
ほ
と
ん
ど
が
男
の
子
与
つ
こ
と
一
惑
を
か
け
る
の
て
次
の
こ
と
を
強
く
す
一
、
警
告
、
震
は
絶
対
に
一

fパ
ン
、
靴
・

2
2ひ
る

警

す

を

ま

く

お

で

な
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
ら
愛
情
の
こ
も
っ
た
は
げ
ま
し
の
お
三
よ
り
六
六
件
(
四
)
減
少
し
て
は
智
正
号
、
日
纏
え
な
ど
農
繁
期
に
は
鉄
訴
え
て
い
ま
す
。

7uな
い
よ
つ
に
、
特
に
芋
供
一
を
線
路
一
な
っ
て
い
ま
す
。
晴
れ
た
ら
、
す
か
さ
一
す
。
水
ま
く
左
し
て
や
る
と
露
ち

な
く
存
じ
て
い
る
次
分
で
ご
ざ
い
ま
言
葉
を
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま

Z
一
一
一
ま
す
が
楽
観
は
で
き
ま
芝
。
一
道
踏
切
内
主
ひ
場
に
す
る
こ
と
と
、
一
一
、
最
近
の
列
車
の
高
速
度
似
に
と
も
-
で
は
遊
ば
さ
な
い
よ
う
保
護
者
援
一
ず
風
支
れ
て
熱
い
お
湯
に
消
毒
洗
一
よ
く
ね
む
り
ま
す
。
お
と
な
で
も
、
こ

す
が
、
助
役
、
収
入
役
を
は
じ
め
、
と
も
に
数
々
の
御
室
を
賜
わ
り
ま
一
二
昨
年
度
の
発
生
件
数
の
う
ち
わ
け
は
一
親
の
監
視
自
主
ど
か
ず
、
置
を
一
な
い
、
線
路
通
行
は
非
常
に
危
険
な
一
重
に
監
督
し
て
い
た
だ
き
た
り
一
剤
を
り
し
て
、
き
つ
く
し
ぼ
っ
た
ぞ
の
水
ま
く
ら
は
案
外
涼
し
く
て
、
露

職
員
室
の
格
別
な
標
高
議
会
し
て
全
く
感
謝
感
激
で
い
っ
ぱ
い
一
一
一
置
石
が
七
一
一
一
件
(
一
吾
、
く
ぎ
、
木
一
ど
を
す
る
ケ
l
ス
が
目
立
っ
て
多
い
。
一
の
で
絶
対
に
や
め
て
言
い
た
い
。
一
一
言
ん
て
す
み
ず
み
ま
で
ふ
き
と
り
一
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

は
じ
め
各
方
面
の
理
解
あ
る
御
支
援
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
一
切
れ
な
ど
線
路
上
に
置
い
た
の
が
、
二
塁
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
一
二
、
踏
切
を
迫
る
と
き
は
、
必
ず
一
時
一
寸

I
l
l
i
-
-
J
Eし
よ
う
。
天
襲
警

2く
晴
れ
一
暑
い
と
い
っ
て
水
を
か
ぶ
る
人
が
い

撃
を
も
ち
ま
し
て
、
患
っ
一
一
五
件

(O)
、
発
砲
四
件
(
一
て
投
一
す
る
予
定
各
市
町
村
の
小
学
校
、
幼
一

S
i
l
l
i
-
-一
÷
一
広
報
乃
ノ
?
?
日
に
十
分
虫
干
し
を
す
ま
せ
て
蓄
一
ま
す
が
、
こ
れ
皇
効
果
。
水
を
か
ぶ

で

い

っ

ぱ

い

訪

韓

関

立

政

二

日

ト

コ

M
R抗
野

守

訪

日

日

刊

号

諸

問

璽

件

。

名

0

一

日

川

川

川

川

J
J
一一

E
っ

。

一

る

と

記

つ

で

あ

会

ツ

カ

ツ

し

皇
過
去
言
語
昌
一
一
件
(
五
一
一
)
、
線
路
考
会
(
一
川
大
き
な
成
果
に
鉄
事
供
会
の
覇
書

5
3
L
r
i
l
i
-
-
1
7涼し
j

一
号
、
毎
ベ
ト
っ

2
5

と

御

協

力

に

よ

り

ま

し

て

市

民

の

一

一

一

、

、

一

一

Z

内
一
一
七
月
も
中
旬
旬
や
が
て
盛
夏
を
む
か
一
一
そ
れ
よ
り
、
ぬ
る
ま
湯
の
奈
が
、
さ

復

い

た

し

て

お

り

ま

す

の

て

こ

の

一

一

一

一

ご

通

信

線

切

断

二

件

(

二

)

そ

一

が

あ

り

ま

す

。

一

圏

直

面

一

一

一

暑

い

暑

い

と

い

っ

て

裸

に

な

る

の

は

↑

皆
さ
ま
か
ら
一
言
の
お
叱
り
字
分
百
遠
か
ら

j
i一一
の
他
一
ニ
件
(
一
)
と
な
っ
て
い
ま
す
一
言

5
5
1菌数
者
者
損
竺
る
わ
け
で
す
が
、
い
ま
の
う
ち
に
夏
一
逆
効
果
の
湯
合
が
あ
り
ま
す
。
一
っ
ぱ
り
を
も
ち
ろ
ん
、
ぉ
、
さ

る
こ
と
も
な
く
、
行
事
手
?
の
と
、
床
上
げ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
三
置
物
な
ど
に
よ
る
鉄
事
奪
三
会
t
結
成
さ
れ
て
お
り
、
安
全
通
学
の
白
幽
総
死
傷
物
洲
一
一
の
く
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
計
一
と
ミ
に
赤
ち
ゃ
ん
ま
、
果
こ
し
て
お
一
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
こ
し
た
こ
在
あ
り

長

持

た

し

て

お

り

ま

す

こ

と

を

三

7
7

司

副

竺

一

画

を

立

て

ま

し

ょ

う

。

一

i

一
ま
せ
ん
。

い

る

次

主

、

ご

ざ

い

ま

す

。

私

も

全

一

二

調

査

の

結

果

一

た

め

、

登

・

下

校

時

に

踏

切

横

断

を

匝

阻

一

一

一

く

と

、

か

え

っ

て

ア

セ

モ

が

で

き

ま

す

一

ー

lili---

衷

心

よ

り

感

謝

の

意

を

表

す

る

次

分

一

一

一

一

一

哩

咽

岨

一

一

一

一

で
ご
ざ
い
ま
す
o

快

首

長

一

転

、

市

民

の

皆

さ

ま

一

二

時

刻

矧

で

は

一

指

導

し

、

ま

た

線

路

内

に

立

ち

入

ら

な

白

固

二

長

雨

の

あ

と

始

末

一

タ

オ

ル

や

も

め

ん

で

で

き

た

下

着

を

二

八

あ

と

が

き

〉

の
御
期
待
に
お
む
く
い
す
る
た
め
二
二
一
一
一
時
か
ら
一
五
時
ま
で
カ
一
い
よ
う
に
注
意
し
あ
っ
て
い
ま
す

o

I

B

-

-

っ
ゅ
の
あ
と
始
末
は
主
婦
に
は
ひ
と
一
枚
着
せ
て
お
く
と
あ
せ
を
吸
い
と
り
か
一

ま

た

、

私

の

長

い

病

床

生

活

に

お

一

二

巴

』

F

一
七
月
は
農
家
に
と
っ
て
は
、
田
植
を

更
に
努
力
い
た
し
て
ま
い
り
た
く
存
一
二
-
三
一
=
=
三
三
=
Z
E
-
-
z
z
=
z
-
-
=
Z
E
-
-
-
Z
E
-
-
z
z
-
-
E
z
-
-『
2Ez--一一三--ES--一-z=22-一-三
---25主
主

-z=zzZE--主
主
-Ez--EE-z-zz==z一三三Ez--三三=一-ZE--一一--Ez--=三一三一-z=zz===-E-zzZE--E-Ez--=z-=ZEE-ZEE-三三=5--一

二

一

-

-

一

す

ま

せ

た

あ

と

ω
一
ぷ
く
、
商
家
に
と

い

腕

部

品

目

同

町

一

一

八

お

知

ら

せ

v
一

日

刊

す

品

川

町

羽

町

長

時

作

を

市

議

ま

で

お

べ

せ

く

だ

一

時

間

九

坊

を

一

-

つ

昨

日

明

関

誌

向

日

一

同

町

五

時

間

日

川

崎

時

記

い

申

し

上

げ

る

事

で

ご

ざ

い

ま

す

一

一

一

一

し

ま

す

。

一

あ

な

た

の

お

宅

て

一

必

し

い

震

は

、

レ

ン

ト

ゲ

ン

で

王

手

、

各

地

区

長

さ

ん

を

通

じ

て

お

矧

り

天

袋

を

か

か

え

て

海

か

山

か

と

を

末
筆
な
が
ら
、
な
お
暑
さ
が
加
わ
近
く
H

成
人
農
業
講
一
詳
細
崩
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
一
内
職
を
み
・
一
い
と
発
見
で
き
ま
芝
。
健
康
な
人
主
せ
し
ま
す
官
、
四
十
五
才
以
上
の
方
一
お
ど
り
せ
る
月
で
す
。

っ

て

ま

い

主

語

、

市

民

主

一

座

ρ

を

開

設

一

塁

講

さ

れ

E量
し
ま
す
。
一
主
婦
が
少
年
小
委
芝
、

E一
揺
ら
ぬ
ま
に
震
に
か
か
っ
て
い
る
↑
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い

o

F

目

立

設

住

昨

日

さ
ま
の
な
お
い
っ
そ

-8御
健
康
を
一
了
」
ヂ
薮
年
来
の
経
済
の
め
言
し
い
一
み
ん
な
で
『
大
洲
ゐ
一
に
塁
に
育
て
る
た
め
に
も
、
わ
が
家
一
こ
と
が
害
警
の
結
果
多
く
発
見
さ
一
市
営
住
宅
入
居
希
望
一
ろ
と
く
に
問
題
に
な
り
が
ち
で
す
が
体

葬
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
一
発
展
に
と
も
な
い
、
農
業
と
他
産
業
と
一
作
曲
を
み
・
一
に
め
っ
て
、
需
を
み
守
り
な
が
ら
内
汗
て
い
ま
す
。
一
者
を
募
集
中
一
み
に
は
ぜ
ひ
計
画
を
立
て
さ
せ
、
そ
れ

ま
ず
は
右
甚
だ
誌
と
は
存
じ
よ
の
所
得
の
格
差
は
著
る
し
く
な
り
、
皇
留
り
は
七
月
三
十
百
で
す
。
一
職
の
手
袋
、
ソ
ッ
ク
ス
の
刺
繍
(
し
し
一
現
在
高
等
検
診
を
実
施
中
で
す
一
か
ね
一
主
設
申
告
大
洲
と
新
谷
の
一
手
規
則
的
に
守
り
せ
る
こ
と
に
霊
が

ド
刊
誌
す
か
た
一
一
言
の
近
代
化
が
雪
れ
て
い
る
一
広
報
回
、
五
月
号
に
襲
し
た
と
お
り

7
3
3
1セ
ッ
ト
等
を
す
る
よ
一
警
の
会
湯
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一
市
営
告
が
完
成
、
そ
の
入
居
希
望
者
一
ぁ
京
都
で
結
構
で
芸
つ
い

一
一
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
一
歌
詞
「
大
洲
」
の
作
曲
を
募
集
し
て
い
一
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
一
七
・
八
・
九
月
に
一
を
募
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
市
一
無
理
を
し
て
疲
れ
が
残
る
と
い
け
ま
せ

二
本
語
奇
襲
と
大
洲
農
業
改
良
一
ま
す
。
一
一
話
器
産
場
、
又
は
社
会
課
へ
お
一
成
人
病
検
診
民
謀
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
ん
食
事
に
休
養
に
適
当
な
配
慮
が
必
要

一

普

及

訴

の

ご

配

慮

で

、

農

業

経

営

の

判

明

一

い

ま

か

ら

で

も

間

に

あ

い

ま

す

。

ど

し

一

問

合

せ

く

だ

さ

い

。

一

一

一

か

と

思

い

ま

す

。

(2) 

い
ま
、
町
で
は
善
意
ガ
サ
と
交
通
安
全
旗
の
と
&
が
話
題
に
お
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、

sさ
ん
と
い
う
方
が
奨
学
資
金
を
受
け
な
が
ら
勉
強
が
で
き
た
そ
の
感
謝
の

気
持
で
、
月
々
送
ら
れ
た
お
金
を
も
と
に
、
市
V
Y
S
の
お
骨
折
り
で
、
市
民
へ
呼

び
か
け
、
こ
れ
が
見
事
に
実
を
結
ん
だ
心
あ
た
た
ま
る
お
話
で
す
。

1 0日

(
)
)
善
意
ガ
サ

交
通
安
全
旗
で
き
る

昭和 39年 7月

S
さ

ん

と

市

民

の

善

意

が

実

っ

て

輔莞雄三干討

す

す

ん

で

善

意

ガ

サ

の

整

理

に

あ

た

る

V
Y
S
会
員
ら

五
月
以
来
、
入
院
加
養
中
で
あ
り
ま
し
た
市
長
さ
ん
は
、

去
る
二
十
五
日
手
術
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
容
体
が
気
づ

か
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
日
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

次
の
よ
う
な
手
紙
が
と
ど
け
ら
れ
ま
し
た
。

験
を
も
ち
ま
せ
ん
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
症
状
を
軽
く
考
え
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
精
密
検
査
の
結
果
、

市

民

の

み

な

さ

ん

へ

捗個

大

洲

市

長

向
暑
の
問
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

-ぷ
M
ま
す
御
健
勝
に
て
お
過
し
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
け
ま
す
。

さ
て
、
私
儀
去
る
六
月
三
日
以
来

軽
い
糖
尿
病
に
肝
炎
を
併
発
し
、
入

院
加
療
の
や
む
pscに
至
り
ま
し
て

炉
米
、
松
山
赤
十
字
病
院
に
お
い
て

疲
養
に
努
め
て
ま
い
っ
て
い
る
次
芳

で
あ
り
ま
す
が
、
六
十
四
才
の
今
日

に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
病
気
の
経

想
像
以
上
の
病
状
で
、
早
速
手
術
を

要
す
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て

六
月
二
十
五
日
九
州
大
学
三
宅
博
先

生
の
執
刀
に
よ
っ
て
苧
術
を
受
け
る

に
及
び
、
思
わ
ま
る
長
期
療
養
を
余

儀
な
く
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

感

謝

感

激

歩ζ

土
l
っ
、
き
れ
い
一

あ
の
お
山

山
円
い
花
か
い
っ
ぱ
い

「
あ
れ
、

A
な
さ
ん
か

ち
ら
か
し
て

い
っ
た
祇
ク
ー

て
す
ヮ
し

才 10 1号

とんでもない./

国土美化運動 (ワ月一8月)

一一一--~"

水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
事
故
防

止
に
関
係
者
の
努
力
も
大
変
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
と
に
肱
川
で
は
鹿
の

川
ダ
ム
の
放
水
に
よ
る
事
事
齢
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
ダ
ム
の
放
水
時
間
、

放
水
量
な
ど
に
つ
い
て
、
肱
川
発
電
所

か
ら
次
の
と
お
り
寄
せ
-
り
れ
ま
し
た
の

で
、
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。


